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彦根城博物館だより

１/１(日 ･ 祝）

2/ ７(火）
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い

大
名
の
装
い

　
　

  

―― 

井
伊
家
伝
来
装
束
を
中
心
に

井
伊
家
伝
来
装
束
を
中
心
に 

――

テ
ー
マ
展

17
3月
日

17
4月
日

特
別
公
開

10
2月
日

13
3月
日

雛
と
雛
道
具

雛
と
雛
道
具

彦
根
藩
の
年
中
行
事

彦
根
藩
の
年
中
行
事

～

元
日
に
彦
根
城
表
御
殿
で
彦
根
藩

士
が
藩
主
に
対
面
す
る
際
の
人
員
配

置
が
書
か
れ
た
図
で
す
。
明
治
二
十

年
（
一
八
八
七
）
に
、
幕
末
の
頃
を

振
り
返
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
、
余

白
に
は
出
席
し
た
藩
士
ら
の
名
前
が

所
狭
し
と
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

黒
書
院
（
図
の
右
下
）
で
家
老
を

は
じ
め
知
行
取
り
の
藩
士
た
ち
に
順

に
対
面
し
盃
を
賜
う
儀
式
が
あ
り
、

そ
の
後
大
広
間
（
図
の
中
央
下
側
）

の
縁
側
な
ど
に
居
並
ぶ
歩か

行ち

や
小
役

人
な
ど
に
通
り
掛
け
の
御お

目め

見み
え

を
し

て
い
ま
し
た
。
黒
書
院
近
く
に
は
、

儀
式
に
立
ち
会
う
側そ

ば

役や
く

や
小こ

姓し
ょ
う
ら
も

記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
の
様
子
を

詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

彦彦ひ
こ
ひ
こ

根根ねね

城城じ
ょ
う

じ
ょ
う

表表お
も
て

お
も
て

御御ごご

殿殿て
ん
て
ん

　
　
　

　
　
　

    

正正し
ょ
う

し
ょ
う

月月が
つ
が
つ

御御おお

礼礼れ
い
れ
い

式式し
き
し
き

図図ずず

当
館
蔵

2023年

テ
ー
マ
展

1
1月
日

7
2月
日

彦
根
藩
の
年
中
行
事

彦
根
藩
の
年
中
行
事

2022.12.1



Hikone Castle Museum News No.139

彦
根
藩
で
は
、
正
月
、
五
節
句
、
毎
月
一
日
や
十
五
日
な

ど
は
惣そ

う

出し
ゅ
っ

仕し

の
日
で
、
彦
根
城
表
御
殿

に
藩
士
た
ち
が
勢
揃
い
し
て
藩
主
に
対

面
す
る
行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
仕
事
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
も
の
で
す
が
、
一
方
で
、
藩
主
も
彦

根
藩
士
た
ち
も
、
正
月
に
は
雑
煮
を
食

べ
た
り
、
秋
に
は
月
見
を
し
た
り
、
毎
年

恒
例
の
行
事
を
楽
し
ん
で
も
い
ま
し
た
。

一
年
を
通
じ
て
彦
根
藩
で
行
わ
れ
て

い
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
つ
い
て
、
彦

根
城
表
御
殿
で
の
儀
礼
か
ら
、
家
ご
と

に
行
わ
れ
る
社
会
的
慣
習
ま
で
、
そ
の

様
子
を
覗
い
て
み
ま
す
。

●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

江
戸
時
代
、
大
名
家
で
は
、
姫
君
の
婚
礼
に
際
し
て
、
調

度
や
雛
道
具
な
ど
の
道
具
一
式
を
調
え
て
婚
家
に
持
参
す
る

慣
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。
安あ

ん

政せ
い

五
年
（
一
八
五
八
）、
井
伊

家
十
三
代
直な

お

弼す
け

の
息
女
弥や

千ち

代よ

（
一
八
四
六
～
一
九
二
七
）
が
、

高た
か

松ま
つ

藩は
ん

松ま
つ

平だ
い
ら

家け

世せ
い

子し

頼よ
り

聡と
し

に
嫁
い

だ
際
に
も
、
大
揃
え
の
婚
礼
調
度

と
と
も
に
、
雛
と
雛
道
具
が
調
え

ら
れ
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
弥
千
代
の
雛
と
雛

道
具
を
、
地
元
の
旧
家
に
伝
え
ら

れ
た
古こ

今き
ん

雛び
な

や
御ご

殿て
ん

飾
り
と
と
も

に
一
挙
に
公
開
し
ま
す
。
桃
の
節

句
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
雛
の

飾
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

古
来
、
衣
服
は
、
形
や
色
、
素
材
な
ど
に
よ
っ
て
身
分
や

地
位
を
示
す
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
お
い

て
も
そ
れ
ら
を
反
映
し
た
服
制
が
定
め
ら
れ
、
大
名
も
参
加

す
る
儀
礼
や
行
事
、
格
式
に
応
じ
て
着
用
す
る
装
束
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
朝
廷
へ
の
参
内
や
江
戸
城
で
の
将
軍
宣

下
で
は
最
も
格
式
の
高
い
束そ

く

帯た
い

や
衣い

冠か
ん

、
節
句
な
ど
の
儀
礼

で
は
長な

が

裃が
み
し
も

が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
記
録
か
ら
確
認
さ
れ
ま

す
。
本
展
で
は
、
井
伊
家
当
主
や
そ
の
世よ

継つ
ぎ

が
用
い
た
装
束

に
加
え
、
当
主
の
肖
像
や
古
文
書
を
通
し
て
、
礼
装
を
中
心

と
し
た
大
名
の

装
い
を
紹
介
し

ま
す
。

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

弥
千
代
の
雛
道
具

11
11

((日･祝日･祝))

22
77

（火）（火）

展
示
室
６

特
別
公
開

雛雛
とと
雛
道
具

雛
道
具

22
1010

（金）（金）

33
1313

（月）（月）

33
1717

（金）（金）

44
1717

（月）（月）

～

３
月

1
月

大
名
の

大
名
の
装装

よ
そ
お

よ
そ
お

いい

　
　
　
　

 

―― 

井
伊
家
伝
来
装
束
を
中
心
に

井
伊
家
伝
来
装
束
を
中
心
に 

――

黒
漆
塗
橘
紋
蒔
絵

　
　
　
　

  

膳
椀
類

黒
地
鮫
小
紋
橘
紋
付
肩
衣

（
個
人
蔵
）

彦
根
藩
の
年
中
行
事

彦
根
藩
の
年
中
行
事

2023
年

■
日　

時　

１
月
7
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

早
川
駿
治
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

＊
関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
4
頁
参
照
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

■
日　

時　

2
月
11
日
（
土･

祝
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

■
日　

時　

3
月
18
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

茨
木
恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

  

年
中
行
事

蝋
色
塗
鞘　
　

大
小
拵
・   

小
さ
刀
拵　
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足
軽
の
願
書
に
見
る
足
軽
の
苦
悩

足
軽
の
願
書
に
見
る
足
軽
の
苦
悩

寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）、
彦
根
藩
井
伊
家

は
千
人
を
超
え
る
足
軽
を
召
し
抱
え
る
に
至
り

ま
し
た
。
彦
根
藩
で
は
、
足
軽
を
三
十
七
の
組

（
弓
組
六
組
・
鉄
砲
組
三
十
一
組
）
に
編
成
し
、

彦
根
藩
士
で
あ
る
物
頭
（
足
軽
大
将
）
に
各
組

を
預
け
て
支
配
さ
せ
、
組
単
位
で
様
々
な
藩
の

役
を
担
わ
せ
ま
し
た
。
彼
ら
は
原
則
一
代
限
り

の
召
し
抱
え
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
質
は

家
の
相
続
が
黙
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
総
数
は

江
戸
時
代
を
通
じ
て
概
ね
変
わ
り
ま
せ
ん
。
一

見
す
る
と
安
定
し
た
相
続
が
な
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
実
際
に
は
そ
れ
に
大
変
苦

心
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

左
下
の
史
料
は
、
井
伊
家
十
二
代
当
主
直な

お

亮あ
き

の
時
代
（
一
八
一
二
～
一
八
五
〇
）
に
、
幼
年

の
足
軽
の
養
い
方
に
つ
い
て
出
願
し
よ
う
と
し

た
弓
組
の
足
軽
が
、
組
内
の
役
付
き
の
者
た
ち

に
回
し
た
願
書
の
案
文
で
す
。
冒
頭
に
は
、
彼

ら
に
課
さ
れ
る
「
旅
詰
」
が
近
年
多
く
、
銘
々

窮
乏
し
て
い
る
上
に
、
御
変
革
で
給
金
も
減
じ

ら
れ
、一
同
難
渋
し
て
い
る
と
あ
り
ま
す
。「
旅

詰
」
は
、
足
軽
が
組
内
で
順
番
に
勤
め
た
江
戸

や
京
都
へ
の
詰
め
番
、
近
国
や
遠
国
へ
の
宰

領
な
ど
の
総
称
で
す
。
こ
れ
が
こ
の
時
期
に
増

加
す
る
の
は
、
当
時
日
本
近
海
に
た
び
た
び
出

没
す
る
よ
う
に
な
っ
た
外
国
船
へ
の
対
応
と
し

て
、
多
く
の
足
軽
が
彦
根
藩
兵
の
一
員
と
し
て

江
戸
な
ど
に
派
遣
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま

す
。続

け
て
願
書
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
若

死
に
す
る
足
軽
も
お
り
、
跡
継
ぎ
と
な
る
実
子

が
幼
年
の
た
め
、
す
ぐ
に
は
足
軽
と
な
れ
ず
、

他
家
に
「
仮
養
子
」
と
し
て
預
け
ら
れ
て
養
育

さ
れ
て
い
る
実
態
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
①
組
内
に
年
頃
の
跡
継
ぎ
が
い
な
く

な
り
、
②
た
と
え
適
当
な
養
子
を
迎
え
て
も

幼
年
の
子
を
養
え
な
い
状
況
は
変
わ
ら
ず
、
出

家
な
ど
を
さ
せ
て
寺
へ
遣
わ
す
こ
と
に
な
る
と

い
う
の
で
す
。
こ
の
う
ち
、
①
に
つ
い
て
は
、

先
代
当
主
の
井
伊
直な

お

中な
か

の
時
代
（
一
七
八
九
～

一
八
一
二
）
に
、
実
子
で
あ
れ
ば
跡
継
ぎ
と
な

れ
る
年
齢
を
十
歳
ま
で
引
き
下
げ
る
と
命
じ
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
解
消
が
図
ら
れ
た

も
の
の
、
②
に
つ
い
て
は
十
歳
ま
で
養
育
す
る

こ
と
が
依
然
と
し
て
難
し
い
状
態
で
あ
る
と
説

明
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
彼
ら
は
こ
の
問
題
の
解
決
策
と
し

て
、
彦
根
藩
の
歩
行
と
同
様
に
、
十
歳
未
満
の

者
に
「
半
高
」（
足
軽
の
給
分
の
半
分
）
を
下

さ
れ
、
さ
ら
に
隠
居
す
る
年
齢
に
達
し
た
組
内

の
「
紛
老
」（
老
人
の
こ
と
か
）
を
「
半
高
」

で
雇
う
よ
う
に
願
い
出
て
い
ま
す
。そ
の
上
で
、

幼
年
の
者
は
十
歳
ま
で
江
戸
詰
の
順
番
を
先
送

り
し
、「
御
着
到
ニ
至
迄
」（
足
軽
全
員
を
集
合

さ
せ
て
行
う
出
欠
確
認
の
こ
と
か
）
免
除
す
る

こ
と
、ま
た
「
紛
老
」
に
は
「
十
分
一
御
番
」（
辻

番
の
補
助
役
）
や
、
新
参
の
足
軽
の
稽
古
や
砲

術
稽
古
の
調
練
、
急
な
出
陣
へ
の
対
応
を
勤
め

さ
せ
、
こ
の
他
の
役
を
免
除
す
る
こ
と
も
あ
わ

せ
て
要
望
し
ま
し
た
。

こ
の
願
い
が
最
終
的
に
聞
き
届
け
ら
れ
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
海
防
問
題
に
直
面
し

た
江
戸
時
代
後
半
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
足

軽
が
そ
れ
ま
で
の
組
の
あ
り
方
で
は
役
負
担
の

増
加
に
耐
え
ら
れ
な
い
状
況
に
置
か
れ
た
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
藩
か
ら
家
の
相
続
を

公
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
表
向
き
そ
れ
を
藩

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
中
、
い
か
に
安
定

し
た
相
続
を
組
と
し
て
実
現
さ
せ
、
組
の
幼
年

の
者
を
養
育
し
て
い
く
の
か
、
こ
の
大
き
な
課

題
に
苦
慮
す
る
足
軽
た
ち
の
声
が
こ
の
史
料
か

ら
聞
こ
え
て
く
る
の
で
す
。　
　
（
北
野
智
也
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

　

開
館
記
念
日
く
じ
び
き

　

開
館
記
念
日
く
じ
び
き

願
書
（
個
人
蔵
）

　

彦
根
城
博
物
館
は
、
令
和
五
年
二
月

十
一
日
に
開
館
三
十
六
周
年
を
迎
え
ま
す
。

当
日
は
、
博
物
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な

ど
の
記
念
品
を
く
じ
び
き
に
て
贈
呈
い
た

し
ま
す
。
ご
観
覧
と
併
せ
て
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

■
日　

時

　

2
月
11
日
（
月
・
祝
）
８
時
30
分
～
17
時

 

（
記
念
品
が
無
く
な
り
次
第
、
終
了
）

■
会　

場

　

当
館
脇
見
所

＊
く
じ
び
き
へ
の
ご
参
加
は
、
ご
観
覧
の
方
の
み
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
記
念
品
の
内
容
は
、
当
日
の
公
開
と
な
り
ま
す
。

彦
根
藩
大
久
保
家
文
書

彦
根
藩
大
久
保
家
文
書

展
示
室
６

   「
古
文
書
が
語
る
世
界
」
よ
り

　

彦
根
藩
士
大
久
保
孫
左
衛
門
家
伝
来
の

古
文
書
を
展
示
し
ま
す
。
同
家
六
代
目
小こ

膳ぜ
ん

は
、
井
伊
直
弼
と
直な

お

憲の
り

に
近
侍
し
、
後

に
直
弼
の
邸
宅
で
あ
っ
た
埋

う
も
れ

木ぎ
の

舎や

を
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
同
家
に
は
、
小こ

納な
ん

戸ど

役や
く

や

側そ
ば

役や
く

、
鷹た

か

頭と
う

取ど
り

な
ど
の
文
書
が
数
多
く
伝

わ
り
、
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
と
相
補
い
、

藩
主
と
そ
の
側
近
く
の
様
子
を
知
る
上
で

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

【
展
示
期
間
】

　

1
月
1
日
（
日
・
祝
）
～
2
月
7
日
（
火
）

御
鷹
頭
取
勤
向
諸
事
留
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２月

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

雛
と
雛
道
具

開
館
記
念
日

１月
14
土

18
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

大
名
の
装
い

　
　

■
日
時
・
演
題
・
講
師

①
12
月
3
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　

私
の
研
究
最
前
線

　
「
殿
様
の
鷹
狩
り
を
支
え
た
人
た
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内
光
久
（
当
館
学
芸
員
）

　
　

鷹
狩
り
に
は
、鷹
の
飼
育
、鷹
の
餌
の
調
達
、

　

鷹
場
の
管
理
な
ど
に
、多
く
の
人
々
が
関
わ
っ

　

て
い
ま
し
た
。
本
講
で
は
、
彦
根
藩
井
伊
家

　

に
お
け
る
鷹
狩
り
を
支
え
た
、
彼
ら
の
具
体

　

的
な
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

②
1
月
14
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　

テ
ー
マ
展
関
連
講
座

　
「
年
中
行
事
を
比
較
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　

早
川
駿
治
（
当
館
学
芸
員
）

　
　

江
戸
幕
府
・
彦
根
藩
・
彦
根
藩
士
家
で
は
、

　

同
じ
名
目
の
年
中
行
事
を
行
う
に
し
て
も
、

　

参
加
者
の
地
位
や
組
織
の
規
模
の
違
い
が
反

　

映
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
内
容
の
共

　

通
点
や
相
違
点
を
あ
ぶ
り
出
し
ま
す
。

③
2
月
18
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　

私
の
研
究
最
前
線

　
「
井
伊
家
伝
来
の
公
家
装
束
を
紐
解
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　

茨
木
恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

　
　

井
伊
家
に
伝
来
し
た
、
当

　

主
や
そ
の
世
継
が
儀
式
で
用

　

い
た
と
み
ら
れ
る
、
石
帯
や

　

平
緒
を
は
じ
め
と
す
る
公
家

　

装
束
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ

　

い
て
、
調
査
の
成
果
を
踏
ま

　

え
て
初
め
て
紹
介
し
ま
す
。

■
会　

場　

当
館
講
堂

■
定　

員　

各
50
名

■
資
料
代　

各
１
０
０
円（
彦
根
市
内
在
住
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
生
以
下
は
無
料
）

■
受　

付　

当
日
受
付

　
　
　
　
　
（
先
着
順
、
受
付
13
時
30
分
～
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

催
し

雛と雛道具
2/10 ～ 3/13

特別公開 12
月
～

３
月

“ほんもの”との出会い　　　　“ほんもの”との出会い　　　　

12月３月
14
火 

～
16
木　
　

休　

館

8
水
・
9
木　
　

休　

館

常設展示　常設展示　

講
座
講
座

「
年
中
行
事
を
比
較
す
る
」

11
土・祝

26
日

公
開
研
究
会

公
開
研
究
会

「
殿
様
の
外
出 

」

講
座
講
座

2/
10 ～

3/
13

展示替および工事により一部休室

　

当
館
で
は
「
殿
様
の
日
常
生
活
」
の
解
明
に
向

け
、
昨
年
度
よ
り
当
館
学
芸
員
と
外
部
研
究
員
に

よ
る
共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
公

開
研
究
会
で
は
、
井
伊
家
十
代
当
主
直
幸
が
鷹
狩

り
や
寺
社
参
詣
な
ど
を
行
っ
た
場
面
に
焦
点
を
当

て
ま
す
。
殿
様
は
ど
の
よ
う
に
外
出
を
し
て
い
た

の
か
、
ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
、
御
殿
か
ら
城
下
を

通
っ
て
外
出
す
る
道
筋
な
ど
も
含
め
て
具
体
的
に

紹
介
し
ま
す
。

■
日
時
・
テ
ー
マ

　

3
月
26
日
（
日
）
13
時
～
16
時
30
分

　
「
殿
様
の
外
出 

―
井
伊
家
十
代
当
主
直
幸
に
よ

　

  

る
鷹
狩
り
と
寺
社
参
詣
を
中
心
に
―
」

■
会　

場　

当
館
能
舞
台
正
面
見
所

■
報
告
者　

3
名
（
当
館
学
芸
員
・
外
部
研
究
員
）

■
受
講
料　

５
０
０
円

■
定　

員　

60
名

■
受　

付　

当
日
受
付

　
　
　
　
　
（
先
着
順
、
受
付
12
時
30
分
～
）

彦
根
藩
史
料
調
査
研
究
会

彦
根
藩
史
料
調
査
研
究
会  

公
開
研
究
会

公
開
研
究
会

3
土

講
座
講
座　

私
の
研
究
最
前
線

「
殿
様
の
鷹
狩
り
を
支
え
た
人
た
ち
」

7
水
～
31
土　
　

休　

館

企画展

彦根藩
井伊家の
刀剣

11/10

～ 12/6

彦根藩の年中行事
1/1 ～ 2/7

テーマ展

7
土

彦
根
藩
の
年
中
行
事

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

18
土

講
座
講
座　

私
の
研
究
最
前
線

「
井
伊
家
伝
来
の
公
家
装
束
を
紐
解
く
」

3/
17

 

展示替により
一部休室

 

平
緒

　

現
在
、
開
催
を
予
定
し
て
い
る
展
示
・
講

座
等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、
彦
根
市
や
当

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆ 

休
館
・
一
部
休
室
の
お
知
ら
せ 

◆

　

施
設
整
備
の
た
め
休
館
・
一
部
休
室
い
た
し
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
【
休　
　

館
】  　

12
月
７
日
（
水
）
～
31
日
（
土
）

　
【
一
部
休
室
】  　

2
月
10
日
（
金
）
～
3
月
13
日
（
月
）

大名の装い
―井伊家伝来装束を　

　　　　　　中心に―

3/17 ～ 4/17

テーマ展


